
（別紙４）

～ 2026年3月13日
（対象者数） 3 （回答者数） 2

～ 2026年3月13日
（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 2026年3月13日
（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

読み書きの困難を困りごととして聞くことが多いので、支援
に活かせる検査の取り入れや個別訓練も検討していきたい。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ＳＮＳやチラシなど活用しながら、訪問支援のメリットをア
ピールし、利用のハードルを下げていけるよう努めていく。

2

令和8年度より通常の勤務体制になるため、困りごとにタイム
リーに対応できるよう努めていく。

3

標準化された検査を使用した評価結果を基に、児童の言語面の
特徴を踏まえた助言・支援ができる

保護者・訪問先に実施できる評価の説明と提案を行い、児童の
持つ困り感に合わせて検査の組み合わせを検討している。検査
の結果については報告書にまとめてお渡しし、検査結果に基づ
いた環境調整を提案している。

保護者の方と訪問先の信頼関係に注意をはらってサービスを提
供している

保護者の抱える不安や、集団場面での児童の困りごと、先生方
がされているサポートを客観的な視点からお伝えしている。訪
問先や担任の先生の方針を確認したうえで、実践できそうな支
援や環境調整を提案することを心掛けている。また、集団場面
での児童の様子から、放デイで実践できそうな支援も併せて提
案し、保護者・訪問先と方針を揃えてサポートできるようここ
ろがけている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問支援のメリットを地域にアピールできていない 保育所等訪問支援の目的や利点、実際の支援内容など、積極的
な広報活動ができていないため、訪問先に気軽に活用していた
だきにくいのではと推察している。

訪問日などに制限があり、ニーズに細やかに対応することがで
きなかった。

今年度訪問支援員が不規則な勤務だったために、保護者や訪問
先からのニーズに細やかに答えることができなかった。報告書
などもお待たせしてしまうことが多く、ご迷惑をおかけしまし
た。

2026年3月1日
○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年3月25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 2026年3月1日

○事業所名  はぴはうすポコ

○保護者評価実施期間 2026年3月1日
○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


